
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

｢活用｣の力を育てる評価問題

評価問題例 

【評価問題１】 

 ② 伝えたいことをキャッチコピーの言葉によって表現する。 

    キャッチコピーに過不足はないか。 

    用いた言葉や文は適切であるか。 

 ③ 他人の作品を評価し、評価の根拠を明らかにする。 

    評価の根拠として、具体的な表現の工夫や言葉を指摘できているか。 

国語 中２ 
「人物紹介パンフレットを作ろう」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価問題１】 

  人物紹介パンフレットのキャッチコピーについて答えなさい。 

 ① あなたのキャッチコピーを書きなさい。 

 ② あなたはキャッチコピーのどの言葉で、何を相手に伝えたいと考えましたか。 

 ③ 他の人のキャッチコピーを聞いて、印象的だったのはどの作品でしたか。また、どん

な工夫がされていましたか。 

  ②、③それぞれについて、１５０字から２００字で書きましょう。 

授業展開例へ単元の流れへ 

 ② どのような工夫が必要でしょうか。３つあげなさい。また、それはそれぞれなぜです

か。理由を添えなさい。 

評価問題のポイント

【評価問題２】 

 ① 相手の立場を考えながら、必要な情報を選択する。 

    小学校４年生が理解できるような内容になっているか。 

 ② 相手の立場を考えながら、効果的に伝わるように工夫をする。 

    言葉や表現方法に工夫が必要であると理解できているか。 

    資料の提示の仕方などに工夫が必要であると理解できているか。 

    情報に過不足はないか。 

 ① どのような情報を載せる必要があるでしょうか。３つあげなさい。また、それはそれ

ぞれなぜですか。理由を添えなさい。 

  自分の学校を紹介するパンフレットを作成し，地域の小学校の４年生にプレゼントしま

す。相手の立場や中学校との関係を考えながら答えなさい。 

【評価問題２】 
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